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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
道の　北海道産業廃棄物処理状況調査報告書によると、

建設業から排出される廃棄物のうち、最終処分率が最も高いのは、建設混合廃棄物の６８％になります。
これは、他の廃棄物に比べて、非常に大きな割合になっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、全国の産業廃棄物の最終処分率をみると、北海道は、多い方から６番目となっています。
これをみても、対応すべき重要な課題であることがわかります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
背景と目的です．

建設混合廃棄物の最終処分率が高い現状から、リサイクルを推進することが重要な課題です。
これを受けて、北海道経済連合会では、建設混合廃棄物の再生利用促進に関する検討会を開催し、
建設混合廃棄物の再生利用促進のための、基本的な考え方をまとめました．

これを受けて、私たちは、実態調査を行うこととしました。

基本的な考え方のうち、本調査で取り上げるのは、ここに示す、分別解体状況、建設混廃の発生、排出状況、処理状況といった状況調査、
廃棄物の組成分析、現状を踏まえた施設整備のあり方についてです．

本調査では、マニフェスト分析、中間処理施設、収集運搬施設、最終処分場などのヒアリング調査、コスト調査、アンケート調査などを実施していますが、
本日は、これらをまとめ、建設混合廃棄物のリサイクルを推進する上での課題と解決するための提案にまとめて報告いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。

まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。
現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。

これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．
ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．
リサイクルできないものは、最終処分されます．

下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。

まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。
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これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．
ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．
リサイクルできないものは、最終処分されます．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、現場の状況ですが、

一例となりますが、ビル建築物の解体現場では、垂直方向への廃棄物の移動は、縦シャフトなどを利用して効率よくできているのですが、
各階の水平方向への廃棄物運搬は手作業になるなど、手間の多さがみられました。

木造戸建住宅現場では、土地が狭く、作業員の数も少ない状況であり、分別カゴなどの設置スペースを確保しにくい状況が見られました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、まず、建設・解体現場の状況を見てみましょう．

我々は建築分野の人間ですので、あえて、「意識の低さ」と表現させて頂きました．

ここに示したものは、平成２４年度のマニフェスト交付状況報告書を分析した結果です。道内の１年間の報告書を全てデータ化し集計しました．
まず、ゼネコン事業者及び木造戸建住宅事業者から排出される産業廃棄物を現場毎に集計しました。

現場で排出された、廃棄物のマニフェストの項目数（種類）は多く、分別がされていると言えますが、建設混合廃棄物の排出割合は、事業者によって大きな差が見られました。

ざっくりいいますと、本州大手の事業者は建設混合廃棄物の排出割合が少なく、道内の事業者は多めということがわかりました。
特に、木造戸建住宅事業者においては、大量の建設混合廃棄物を出している事業者も見られました。
また、道央の現場での建設混合廃棄物の排出割合が高めであること、
１現場から排出される量は少ないが、その現場数が多いこともわかっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
提案です．

現場での意識を高めるために、分別教育の実施と分別の徹底が必要です。
特に、木造戸建住宅現場において、意識の向上が必要です．
首都圏を中心に始まっている、少量排出の現場に対応するための、小口巡回収集システムの検討が道央圏でそろそろ必要では無いでしょうか。


解体現場の効率を向上するために、分別教育の実施と分別の徹底を行い、現場作業の高効率化が必要です．
また、先ほどと同じになりますが、小口巡回収集システムが有効であると考えます．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。

まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。
現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。

これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．
ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．
リサイクルできないものは、最終処分されます．

下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、中間処理施設の施設単体についてです。

まず、選別処理能力の向上が課題として上げられます。

道内には、選別能力の高い、機械とライン選別を組み合わせた施設が少ない状況です。

また、分別作業についても、人と重機の動線が交錯している場合がみられること、ライン選別でも、選別品の移動がクロスするなど、
効率を向上できる余地がみられました。

また、作業をしている方も、事業所によっては高齢の方が多い場合もありますので、体への負担も課題として上げられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
提案です．

当然のことではありますが、コンクリート土間選別から、高効率な選別機械やラインの導入が必要です．

また、レイアウトの見直しや、運行管理システムの導入なども有効です．

作業姿勢の改善も、優秀な人材を長期にわたって確保するためには重要と言えます．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。

まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。
現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。

これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．
ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．
リサイクルできないものは、最終処分されます．

下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中間処理施設で、更なるリサイクル向上のためには、
前出のふるい下残さの有効活用があげられます。ふるい下残渣は、廃棄物の受入量に対して30%近い量が排出されるため、
更なるリサイクル率向上のためには、対策が必要です．

セメント工場での受け入れを想定し、成分分析を実施しました。
この結果、塩素やクロムがセメント受け入れ基準を超える結果となりました。

中間処理施設で、塩素やクロムの原因と考えられる、塩ビやCCA処理木材を分別することには限界があります。

建築側の対応でこれらが建設混合廃棄物に混入しないような対策が必要と言えます。

また、この様なふるい下残さ以外にも、RPFなどリサイクル品の受け入れ施設との連携、あるいは、新設もリサイクル率向上のためには重要なことと言えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。

まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。
現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。

これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．
ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．
リサイクルできないものは、最終処分されます．

下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、中間処理施設について、道内全域に拡大して、広域整備の視点でみてみます。

課題としては、建設混合廃棄物の排出と処理のミスマッチがあげられます。

H１９年度の道の調査によると、各地域のリサイクル率は、かなりの偏りがみられます。
特に、空知、函館市、旭川市、渡島などでは比較的リサイクル率が高くなっていますが、その他の地域は、ほとんどリサイクルされてない結果になっています。

また、建設混合廃棄物の排出量は、札幌を中心とした札幌・石狩管内などで非常に多くなっており、一極集中が顕著です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中間処理施設のうち、選別許可を有する事業者と、その処理能力は、石狩、空知、後志、胆振、函館市で多く、
そのほかの地域では、ほとんどなく、選別の許可を有しない、分別能力のあまり高くない処理施設が多くなっています。

建設混合廃棄物は、どの地域でも、量は少なくても発生するので、それを処理する施設が偏っているというのは、課題と言えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、先ほどの、おおよそ５圏域内で、建設混合廃棄物は移動しているという、状況がありました．

同様に、色分けするとこんな感じになります。

これらの地域に拠点を置くことで、１４拠点よりも効率的にリサイクル率を向上することができるかもしれません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シミュレーション結果です。

縦軸は、最終処分量なので、少ない方がリサイクル量が多いことになります。
札幌市における、排出量が非常に多く、５拠点化によって、大きく削減していることがわかります。
旭川市とオホーツクでも削減されています。
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